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渥美半島の更新統層序についての 2-3の問題

黒 国 啓介

渥美半島白頁新統届序I'L. ..:;いて<D!i生活D報告は、筆者白も白 C1958a)白他K、土隆一

(1960)、早坂祥三 (1961)忙よ 司て提示されたもむがある。

早坂町層序は最新かつ詳細でるる<D-亡、t.t.では主として同氏自届序虻ついてD問題点をあげ、

筆者D且解を述べてみたいと思う。

1 新居シルト層酌層位について

新居γ ル ト届は、早坂田新居巣府中田シルトKあた b、新居町附近Kよ〈発達する暗灰色シル

トである。

本層が半島中部、西部地方白困原泉屑(畳術面群〕とそれより下位白二川泉層〈細谷層群〉む

いずれK対比されるもりかは問題である。という白は新居町南部D松山、大倉戸附近では露出11'

E互いため、新宿シルト届がそD西方でいかなる変化をするか、野外観察では明らかKするととが

き和bてむずかしい。

早坂と筆者白膚序対比表

Hayasaka(l962 ) 鼎 回く1蝿4)

中西部 地 域 東部地 域 中西部地域 (1掴 〉 東部地域

段丘堆積物 段丘堆積物 低位段丘砂 :低位段 丘 砂

高師原型車届 自新所原田署届

天{白原線層 天伯原線層

久美原砂層 白 須 賀 傑膚 湿 r 沢砂杉質山粘砂土層周
田 豊橋JI¥届

(伊古都シル ト届〕
;駕部γ ル ト 届;l; 

豊南匝整 局 畳南日曜層 豊南様届j

量 量 島 砂 層 新所様層
踊 豊島砂層:二λ沿持沢 シ'" ト層 鷲津累層 回i車巣届 高豊泥届
群

高唾礁層 2新居泉 属 伊古都磯層

よ細 谷 砂 層 ;土細谷砂層 組在砂層
新居シルト層

百七根砂質γル;西七根岡山
二川県層

七層根咽碩シル ト 内出砂様届

ト層 ト届
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しかし、筆者は新居シルト層を二川累層上部四細谷砂層K対比する白が最も妥当と考える。第

一K細谷砂層D最上部trl枚D白色 tuffがあ勺て、新居γ ルト層上部医はさまれる tufftr、

厚吉、色調〈下半部が緑色)、粘性度が全〈同じとと、第二K童状と組成が酷似する植物唯石を

吉む薄い粘土層が白色 tu:f:f白下位白ほほ同じ層埠Kどちらもみられるとと、第ヨて新居ンル

ト層目下位白内山砂磯層 傘最下部をなす暗福色砂層白続成作用D進度~ど見かけ白硬さか らみて

はま古K七根回調シルト層白岩相D横D変化五思わせると と~どがそむ理由としてあげられゐ。

2 二111累層と田原票層の不整合関係について

二川呆届と田原劇苗はそれぞれ阜坂c1田1)む細谷帰群、豊崎層群K該当する。田原泉層基底

白不整合面は七税以西では顕著な起伏をも，、て明瞭K連続 L、基底様岩中K二川果層白泥魂を時

折含むので、野外観察からはタイ アステムとするよりも不整合とした方がよい。しかし、小島よ l

り東では露出，;・握〈、また軟弱&砂層間K境界面があhて、潮見，J}i附近~どの一部を除いては不

整合面をは っき b認められない場合が多 凡さらKまた半島東縁部では耳強合面白延長と忠われ

るγ ルト届と礁l面白境界がほぼ水平で、 bしろ整合側係を忠わぜる。 ζれらの事実から筆者もまさ

きり論文では→t:e白境界を局部的不整合として$.'いた。しかるK、早坂は上細笹白露頭で白色

tu:ff を認め、それが両隣白地域でいずれも浸蝕されている野外観察と西長荘東部でむ露頭で

不整合関係が認められたとと&どtr.t司て、とり境界を大童会不整合と解釈した。筆者はそD後

新町附近で二川呆層最上部 (新居シル ト層 )tr顕著な白色-cuff を認め、と白tuffがそD

厚苫、色調、 r惟度、緑色火山灰をともなうとと 会どD著しい特徴からみて、浜田附近白細巷砂

層中区みられる白色 tuff trつ径がるらしい ζと、己れがしばしば断続するりで浸蝕を受付て

いるらしいと と、高畳泥層(赤沢シルト層〉は，1、品以西Kνンズ状K分布し、そとから童する植

物化石の重放から、当時D環境として静かな海況の入江が想定されるが、そ白際、小島以東がー

部で<!>勺た忙しても陸化していたと考える方が説明しやすいとと&ど 白理由Kよq て、早坂田解

釈白方が妥当と思う。しかし少~ (とも新居町附近白野外観察てはとり不整合面を認定でき 企

いため、直ちtrl:白境界面が両面下K没していると推定するととは上述した新居シルト層D層序

関係からみτ不可能と思われる。

3 高師原樺層について

早坂は高師原線婦を豊南様層。異相として説明したが ま証書は次K述べる事実から新期様層

(高師鵬層rとして解釈したい。

高腕JJi.白南融を限る高締本郷町東南部Kは豊南媒「画と高師原繰届と白岡係を示す良好&露演が

事早坂D新居系居中白砂鶴田部分Kあたる。

H 吉き 白小論で高蹄原砂繰filとしたもむを改名する。 とれは土(19剖〉田高師原線層K符合する。
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数カ所で認められる。まず、東芳~e:>露頭では豊島砂層を不整合忙会事、う典型的~豊南礁層があ，

て、上位K寺沢砂質粘土層が整合Ke:>勺ている。とれより l∞mほど西方自坂道白途中でζD粘

土j畠を不整合Kj>-j;>う新期楳層が認められる。とれが高師原傑層である。とれよ PさらK商へ追

跡すると豊南棟層は湾失し、それKかわ q て下位田豊島砂層を直接K不整合Kj険会うとり高師原

燥庖を認めるととができる。ζ副操層は大型巴流紋岩、領家片麻岩が目立ち、とれらは非常忙も

る〈て割れやす〈、繰白割れた断面が屋D中K多〈みられる。間質は褐色砂がほとんどな〈、流

紋岩D風化Lた自f"粘度でか生り団結されている。とれK対して、 Ce:>附近四畳南l発躍り岩相は

円様、亜角操D中噛が大部分で、礁は鉄分t宵染され、まわ bがほとんど婦色を呈する。変成岩、

流紋岩<D!躍は:P1î< 、あ ~ ても大量 <~い。間質口褐色砂t個結は弱〈、農が〈ずれやすい。と

のように高踊L肉諜層と明らかK異~る岩相は徳田川をはさんで南岸Kあらわれる:豊南傑層とほと

んど同じでるるほか bで1><、はるか南む海蝕崖白も Dと比較してみても歩喧Eは1>"'0したが q

て高師本郷町附近で急K岩相が変化した止考え&いで、寺沢砂質粘土層をヰ司監合κid;、う事実と

あわせ考えて、高師原記事層を設定すべきもむと思われる。高師胸躍腐はこれよ b北西部Kよ〈発

遣するが、豊南信事層白岩相は認められ~ '"。また、岩屋傑層が北部で寺沢砂質粘土層を局部的不

整合医被覆する白で、高師腕車層とD混同も考えられるが、とり附近では樹立高師原礁j面よ bは

るかK小さし容易に区別できるから、かかる誤認はほとんど&いと考えられる。

4 高松附近め上部碑層と大草の吉植物化石砂泥屑の層準について

早'*は話松以西白上部様層を豊南礁層とした。たしかK、との様層D基底は、かヲて大炊御門

(1933)刀不盤合とした如〈、下位白砂層をき ，ている白で、豊南母車層D商へ白延長でそD異

相と考えるとともできるが、また杉山砂層と同時異相である天伯原線層と考えてもさしっかえ会

い。しかし岩相白特徴からいう&らば‘むしろ天伯原記事層K典型的K見られる海浜様相で、豊南

日空f西特有田岩相は全〈みられず、また構成繊質をみても、天伯原日韓層匹近い。したがって天伯Iffi

礁層とみなす方が妥当と考える。天伯l卓燦層KついてはすでK(1958a)述べたよう忙、半島

由北部及D酋部へ向勺て次第K高度を減 じτいる ζ と、杉山砂層と同時異相であるととからとり

陳1画DよK持ひ杉山砂届がきても不合理ではないのとD天イ白原瑚層D下位には、しはしば淡水成

砂泥I固がとも在い、マツD笑 1>どD槌可制t石を内包ずる。 と白酎椙層は大草以西K限られ、とれ

より束部一帯語、b産する植物t石とは組成が着る1.-<ちがうとと。高松附近では天伯腕喋層白基

底が不整合であるとと、大草附近諮ら急K地形面白海事国高度が位下するとと&どから渥美層群よ

りも一段新しい堆積物となる可能性もあるDで、大草白砂泥庖を東へ追跡したととる、下位より

連続堆積する天伯原日程層中へ移イtしているEとを確認した。 したがヲてと白砂泥層拡軒山砂崩。
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異相と考えてよいととK去る。

s 鷲津シルト層的国位と新所原蝶屈について

鷲樟シル ト層拡早坂D鴬棒巣膚むうちDシル ト白部分を指す。白須賀以西K広〈分布する寺沢

砂質粘土層拡白須賀以東ではそD特有-1:岩相(縄国 1958a)がみられ-1:(なれ ほほ同ι高度

Kは膏灰色シルトがあらわれる。 ζ白シルトは鴬浄シルト陀あたるが‘寺沢砂質粘土層由来へむ

延長であるかどうかは確認さAて¥r.-I:ν、。しかし白須賀D東西で同じ高度Kか-I:t近縁!.r:i"ルト

質白岩相がみられるとと、どちらKもやや浮石質な白色 tuff を含むとと、両層からそれぞれ

e 
上位K連続する杉山砂層と白須賀砂礁層 とり対出Z野外白追跡でほぼ確実であるとと&どから‘

少-1:(とも南部では鷲津γルト層と寺沢砂質和土層拡i主持呉相と考えてよいと，断つ孔正，。 しかし

己vtuffを基準忙とると、北方自鴬樽町附近ではし克¥r.1<:地l画が下位忙下る傾向があるとと、

CID-;..-ルト膚と細書砂層と思われる下位白砂膚とD悶K明瞭-1:不整告が認められるとと、北雄部

D鷲樟シル ト届から産する櫨物ft石は、高畳泥層D摘物川t石K酷似しているととなど語、ら、そ由

一部位豊島砂属-1:いL.i高畳泥届K対比されるもむと推定される。一方、早坂は酉方:!l.ら白びた豊

島砂層K鷲樟γ ルト届が必かわれるもむとして高豊泥層(赤沢γルト層)1<:対比した。しかし:東

部で豊島砂層が確認できるかどうかが問題であるが、半島南部白海漫崖では豊島砂層阻ずで忙総

書附近で消滅L、連続し&いため迫樹立困難であ札北部では高田町附近で再び出現するが、 ζ

れは東へ厚吉を増すもむではな〈、筆者Dみる限り、す <01<:上部を畳南雌層で削jlJされ、豊島砂

層白東方へ白過跡は日とんど不可能と里われる。したが q て早坂田判定Lた豊島砂層眠、あるい

阻類似した岩相をもっ杉山砂層を誤認した可能性も考えられるが、北方地域内EけD対比K限定す

ると、鎌君。見解と一致するとと忙去る。また、北方D新所原附近む杉山砂層拡糟〈、上位Kは

不整合面を境托 して新期様ぜひ・0ヲている。 ζれが新所脚附で、風.ft軟弱-1:砂岩を主体と L

"， 5皿内外り層厚をもっ。北東部では不盤合面白高度か低下L、そD堆積面は局師版画K統〈も

。と考えられている。 J 

終 tl<:貴重-1:資料を提供古れた加雌芳事洗生-1:らびK色々と御教示をいただいた土隆一先生K

深謝する。

*本層は早坂の白須賀様層Kほ佐官室当するが、同氏の豊島砂層の一部も含まれる。

帥 ~v側面白時代忙ついては再検討四余地がある。
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